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近年抗生物質の長期微量投与が幼若動物の発育を促進する事実が注目され，畜産方面では鶏
雛幼豚等の飼育に用いられっ、あり，臨床万面でも乳児特に人工栄養児の養育に詰験的に試み
られているO 之が作用機序に就いては数年来幾多の研究がなされているが未だ確定的結論を得
一るに至っていなし 1。当教室に於いては，谷川教授指導の下に多年腸内菌の研究がなされてきた
が，最近細菌の生理的意義特に発育に及ぼす作用に就いて?動物の無菌飼育を中心に活綾な研
究が進められつ Nある O その一環として著者は，抗生物質微量投与が鶏雛の発育を促進する作
用機序を，腸内菌の動向の方面より検討した。
第2章文献的者察
抗生物質の発育促進作用に就いての最初の記載は
Moore(l)に依る。 1946年氏等は葉殿欠乏飼育雛に
0.02~0.05% の微量の Streptomycin (以下 SM)
を葉酸と共に与えて，葉酸に起因する以上の発育
促進を認めた。然し 1949年 Stockstad等間(りが
Streptomyces aureofaciesの醗酵生産物を鶏雛
に与え，その含有 VitaminB12だけに期待せる以
上の発育を認め，その有効成分は Aureomycin(以 
下 AM)であると報告してより急速に注目され，以
来主に米国に於いて研究が試され，本邦に於いても
鶏雛に就いての実験では，森本等(のは Terramycin
(以下 TM)及び SMで，井口等(のは SMで，水谷 
等(町岩川(7)，日比谷くめは TMで追訴し，夫々対照 
に比して 10 ~20% の体重増加を認めた。一方小児
科方面では， Robinson{的が三ツ児及び双生児の体
重の少い方に AM を 12~32 日与え， 13組中、 11組 
に効果を認めた。叉岩JlIく10)は乳児 1例に TMを，
高井(11)は乳児 4例に AMを，太田(12)は乳児 1例に
Aurofac (AM含有〉を与え，夫々効果を認めた。
唯加藤等(13)は人工栄養児 2例に TMを使用して無
効であった。而して之が作用機転に就いては未だ結
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論を得るに至っていなし、。 A. R.Whitehi11(l4)は鶏 善されたと言う。梅沢(29)に依れば，スネルは AM
雛の実験で、注射は無効で、あったが，経口では AM， が V.B6の作用をするピリドキサー ノ1--， ピリドキサ 
SM，Chloromycetin (.以下 CM)等が皆有効であ ミンを摂出する腸内菌の発育を阻止する実験を行つ
った。 J.J. 01eson(l5)の鼠の実験も注射廿;無効で， た。之等は上記 (2)に属するものと言える。 R. L. 
経口では AM，SM，Penicillin等が化学構造に無 Davis等(30)は Co60とAMを与えると糞便中の
関係に有効で且つその力価に比例した。 H.R. Bird V. B1Jが Co60のみを与えた時より増量してい" 
(16)は，叉R.J. Lillie(17)も鶏雛の AM投与実験で 之は腸内菌に選択的に作用して V.B12合成を促進
巣が古い程効果が早く現われた。 H.Yacowitzく18)等 すると解釈した。 H.Lichtmann等く31)は AMを
は鶏雛の小腸下部及び盲腸内容に TMは多く残り， アヂソン氏思性貧血患者 5例に与え軽快せることよ 
CMは殆んど吸収されており，成長促進は TMが り，腸内菌叢を変化させて有用 Vitaminを合成さ 
CMより優った。高井(19)は白鼠で AM，TM，CM， せると推論した。 G.W. Anderson(32)は七面鳥に 
SM，Penidllin等を与え，抗菌スペグトノLムの広 TMを与え盲腸内の pHが低下し乳酸菌が増加L
い AMに最も効果を認めた。市して Reyniers等 た。 A.D. Tlautmann等(3)は仔豚に AMは成長
の無菌飼育鶏雛には抗生物質の影響は見られなかっ 促進作用が有り， V. B12を合成すあ腸内菌による間
たとしづ森本(20)の紹介報告は興味がある。以上の報 接的なものと考えた。 J.F. Elam(3りは仔豚に CM
告より，その発育促進の本態は明らかではないが， を与え Clostridiumの数は減るが総菌数は増え，
恐らく投与された抗生物質そのもの L直接作用で、な この増えた菌が或種の栄養素を節約すると推定し
し腸内菌叢の動揺に関係あるように示唆される。 た。中沢等(35)はTM耐性の E.coliは V.B2合成
若し腸内菌に関係ありとすれば，この現象は次の 3 能力が他の E.coliより強L、と報告した。之等は上
種の作用に要約して考える事が出来る。即ち抗生物 記 (3)に属すものと言える。 J.Cravito-Munozくめ
質が， 1)腸内の毒素産生菌を抑圧する。 2)腸管内 は白鼠で， J. .TOlson(15)は鶏雛で V.B12要求量が
で宿主動物の栄養素を消費する細菌を抑える。 3)或 減ずる実験を行った。 H.E. Sauberlich(37)は V. 
種の細菌を選択的に抑え，宿主動物に有益に働く細 B1' B2' B6及びノξyトテン酸欠乏に依る成長の低下
菌の発育を助成する。 を， AMで、改善した実験を白鼠で、行った。 V.Cat-
抗生物質の薬治量に依る腸内菌の影響に関する報 ron(38)は仔豚に於いて抗生物質は V.B12及びパソ
告は枚挙にいとまがないが，微量投与の表れは現在 トテシ酸の節約作用のある事を認めた。 H. Links-
まで余り多くの報告を見ない。 B.March等(21)は wiler(39)もV.B6の欠乏が発育制限因子になってい
鶏雛に AMを与え糞便中の好気性菌及び大腸菌が る白鼠に AMを与えて成長を改善した。 J.Biely 
抑制され，日比谷仰は TMを与え 30日目の糞便中 仰〉等は鶏雛に AMを与えて、 Vitaminの節約効果
の Escherichiacoliの減少を認め以後再び増えて を認め，或種の腸内菌を抑える為に Vitaminが雛
来たと云う。 J. M. McSieburth(22)は豚，七面鳥 の発育に有効に用いられ，叉 Vitamin合成菌の増
で，叉 N.L.Lalson等、23)は豚で AMを用い Clo・ 殖を促進して雛の発育に好結果をもたらすと考え
はridiumperfigensの減少を認めた。牧野(2りく25) た。之等は上記 (2)叉は (3)に属すものであるが， 
Oのはこ十日鼠の糞便コロエーは大部分 E.coliで Vitamin破壊の抑制か，合成の促進によるものか明
あり， TMを与えると糞便中インドール量が 10日 らかで、なし、。叉 P. K.Viyaraghavan等い1)は AM
目まで菌数と併行して激減，以後菌数の増加にかか が鼠に発育促進作用があり，それはアミノ酸の利用
わらずインド{ノL量は最低線を維持する事から，耐 率の増大及びその消化管内合成に関係ありと推論し
性菌はイシド ~11-- 生産量が少く，アミノ酸分解産物 た。 G.F. Hanser等く叫は鶏雛に AM，TM等を
たるイシド{ノ1--，スカトー fL，等が発育途上の幼若動 用い，植犠牲蛋白質でも動物性蛋白質に劣らぬ飼料
物に悪影響を与えると解釈した。以上は上記論拠の 効果を挙げた。 J.Huang(的は TMが豚の成長を促
(1)に属するものと言える。 P.E. Waibel(27)は鶏 進し飼料の利用率を改善したと云う。 J.D. Baldini 
雛に V.B1を充分に与えて，AMを投与すると発育 等いのは鶏雛に於いて AM添加は飼料の蛋白含有量
促進の効果がない，之より AMが腸内菌に作用して のfEK'-'、時にその効果が特にあった。之等も叉上記
二次的に働くものと考えた。友田く28)は大腸菌の増殖 (2)叉は (3)に属すものであるが，栄養素を消費す
をAMで抑圧する Fと，腸よりの V.B12の吸収が改 る粘菌の抑圧か，栄養素の有効を結果する細菌の助
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長か明らかでなし、。 多くの文献が存するも，こ Lに記述を省略する。唯
斯く通覧するに，一部大腸菌，乳酸菌等に直接触 当教室に於て最近無菌飼育鶏雛を使用して腸内菌の
れた報告もあるが，多くは Vitaminや栄養素の影 生理的意義に関する研究を進め新知見を得ている事
響に関連させて間接的に腸内有害菌の抑圧，有益菌 を附記したい。即ち河合・斎藤(59)は先に類、菌飼育装
の助長を推論している。特に腸内常在菌の総括的功 置を考案して比較的簡易に而も正確に鶏雛を無菌的
罪に就い℃の観察は殆んど行われてし、なし、。一般細 に飼育する事に成功したが，斎)蔭，(60)はこの無菌雛に
菌は生存並びに増殖に糖類，アミノ酸，無機塩類， 大腸菌を投与すると一時的に一般状態が悪くなり発
Vitamin等を必要とし，一方幼若動物の糞便の士 育が停滞する事を知り，大腸菌が生体に対し有害作
は細菌からなってし、ると云われ例入乳児の腸粘膜面 用を呈する事を確認し，更にこの作用は腸球菌によ
の体表面積に対する比は 1:2.4と云われrている〈的。 って相殺される事を認めた。叉河合(61)は同様の方法
斯かる多数菌が腸管内で生々流転してし、る様相を考 を用L、て腸球菌は生体に有効的に作用し，腐敗菌で
える時，非病原性常在多数菌が宿主動物に良かれ悪 ある Cl.sporogenesが有害に作用し，而も両者は
しかれ影響を及ぼしているであろう事は想像に難く 拾抗的に働く事を証明した。次に福島(62)等はI嘗酸，惇
ない。 菌に就し、て実験し大体腸球菌に類似の作用のある事
鶏の糞便中の細菌分布に就いては， Menes & を知った。 
Rochlin(47)は大腸菌，腸球菌，乳酸樗菌が主要菌で 第 3章実験方法
あるとし，加藤・佐々木(48)も該3菌を常在菌とし， 第 1節雛の飼育
偏性嫌気性菌は僅少と報告した。当教室では作固く49) 予備実験で鶏雛は生活環境，管理，飼料等に依り
が成鶏に就き，好気培養では腸球菌 74%，大腸菌 22 発育が影響され叉その常在腸内菌の分布がt目当に影
%，瞥酸揮菌 2%，計 98%。嫌気培養では腸球菌 69 響を受ける事を知った。従って本実験の飼育方法を
%，大腸菌 15%，曙酸揮菌 8%，計 92%と報告し， 少しく詳しく記載する。
別所(50)は鶏雛及び若鶏につき，好気培養では大腸 1.雛及び管理
菌，腸球菌が圧倒的に優勢で，而も Coli-form 雛は農林省技術研究所斡旋の母雛の判然とした単 
8aci1lenでは E.coliが圧倒的に優勢を示し，別 冠白色レグホン種の堆を用いた。
に微小集落を認め，嫌気培養では大腸菌，腸球菌が 箱型育雛箱とパタリー式難舎を一つにした飼育箱
大部分で，偏性嫌気性菌の出現は僅少且つ一貫した を設計した。箱は保温室と運動室とに分れ，保温室
傾向を認めなかった。斯く鶏の腸内主要菌は腸球 は瞬化後 1週は 370C，2週は 320C，3週は 270C，4 
菌，大腸菌，曙酸樗菌の 3群と見倣されている。 過は 220C，5週は 170C，6週より室温とした。敷藁
斯くて 3菌等は栄養素の争奪，各菌の代謝産物の はコグシギウム感染を避けるため 1200C 10分乾熱
影響， pHの支配等を受けて相互の桔抗作用の上に 誠菌した。 5~6 週よりパタリー式に切換えた。叉 2
或るバ‘テンスを保持し，栄養素の質，宿主動物の体 週後より 1日1時間，後に 3時間位箱を日向に出し
力，生活環境等の物理的，化学的条件の愛化に依 て日光に浴せしめた。
り，菌種消長は時期的のアンパラ yスを取る状態に ll. 飼 料
あると考えられる。矢吹(51)(52)は後記4菌の括抗現 農業技術研究所処方の完全飼料(玉濁黍 50%，
象を試験管内で検討し，腸球菌>ピフイ{ドス菌> 魚粉 10%，大豆糟 14.5%，礎 15%，脱脂米銀8%，
噂酸樗菌>大腸菌の桔抗力を認め，岩井(53)は曙酸得 CaC03 2%，NaCl 0.49%，MgS040.01%，蛋白質
菌>腸球菌>ピブイ{ドス菌>大腸菌の措抗力を認 含有量22%)の初生雛用粉砕飼料を用い， 1週後よ
め，中富(54)(55)(56)(57)も腸球菌と大腸菌の措抗作用を り緑餌と Lてキャベツを 20~合量加えた。砂は摂取
認めている。当教室では浦野く58)が，蛋白加肝片プイ せしめなかった。量は 1羽につき餌つけ当日 5g以
ヨyで最初大腸菌，腸球菌，嘩酸惇菌の順に，やが 後 1目19増量して与え， AM群には 1週後より
て噴酸揮菌，腸球菌，大腸菌のJI院に優勢となり，糖 Leder1e社製結晶塩酸オーレオマイシシを 1万分
加肝片ブペィヨンで、は当初腸球菌，大腸菌，暫酸樗菌 の1の割合に均等に混合して与えた。 AMを採った 
慎に優勢と)1院に，後瞥酸揮菌，腸球菌，大腸菌の)1の のは抗菌スベグトルムが広いためであり (19)，1万分
なると報告している。 の1量としたのは， H.R. Bird(63)のAMは雛に混
次に腸内菌の宿主動物に及ぼす影響につし、ては数 合率 250mgjkgまで毒性がないと云う報告を参考
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とし，腸内菌の影響をはっきり掘むため，一般に用 Perryの E.C. Broth(68)を採用した。併し Bacto 
いられてし、るより柏、多量に加え， 又実際面では E. Tryptase及び Bi1esalts No. 3が入手不便のた
L.R. Stockstad(u4)の飼料混合 AMは 340C2週間
まで破壊率 0%と云う報告を参考とした。
第2節探使及び稀釈法 
朝食前の雛の足をリゾーノ1-i長で清拭， i成商新聞紙
上に立たぜ，排便と同時に 0.1 g秤量し小乳鉢に探 
った。糞を可及的均一に稀釈す可く，歯利用小乳鉢
を用い，乳棒で約 50回線り(泥乳化)，生理的食塩 
めに Polypepton及び栄研 No. 2(デソキシール
再会ソー ダ 60%，タウロシ酸 40%)を代用し，叉 
KH:.lP04，K2HP04はi除いた。この処方で作り予備
試験で不都合を認めなかった。菌の発育は 450 C 48 
i時間培養でそのガス産生及び培地の黄~で判定し
た。
Enterococcus vこは一般に Hajna & Perryの 
7.K1 ccを加え約200回捜持(均等化)，更に 4cc力n S. F. Broth((j8)が用いられる。最近 Azide合有量
えて約250回撹持し， 1時間室温に静置そのとi登液
を原液とする。生理的食塩液 9ccを入れた試験管に
原液 1ccをメスピペットで正確に注加，別のメスピ
ペットをもって試験管内の液を ~iO 回以上吸引排出
して混和し，その 1ccを次の試験管へ注力n，斯くて
順次 10日倍まで階段状に稀釈液を作る。一方原液の 
pHを東洋試験紙で測定する。伶上記稀釈液の菌の
均等化を平板培地で検討して大休満足すべき結果を
得た。
第 3節菌検査法 
1.主要常在菌 ー
著者は 2%ブドウ糖肝汁寒天， E.M.B.及び 0.5
% Azide培地(好気)， Zeissler血液寒天及び本
聞く5)培地(嫌気〉を用し、鶏雛の糞便内菌の予備実験
を行い， L. acidophilus，Enterococcus及び E.
coliがその 95%以上を占め先人の報告加)(差別仰いの
と大体一致し，唯L.acidophilusが最多数菌であ
る点が異った。之は本間の乳酸揮菌選訳培地を用い 
たため，別所(50)が嫡化後 3日以後に発現し 7日目頃
より好気性菌の 50%以上を占めp 微小集落として
一括して扱っているものも， L. acidophiIusとし
て判然とした集落を形成せしめる事が出来たためで
ある。斯くて L.acidophi1us，Enterococcus及び 
E. coliを鶏雛糞便中の主要常在菌と判定した。 
n.菌数計算法
理論的に現在最も正確な菌数計算法のーっとされ 
ている McCradyに依り始められた Mostpro司
bable namber (M. P. N.)法を採用した。而して
原法5木法を用いず木聞の愛法 3本法明日)を用い，本
間・多戸の表明6)で菌数を算出した。同~法の数学理
論的検討は中村(67)が詳細に発表しており，理論値の
~動範囲は原法と大差がない。著者もこれを詳細に
検討したが実際使用上優れている事実を認めた。 
II. 使用培地 
E.coliには主に水試験用に用し、られる Hajna & 
の少し、 AzideDextrose Brothが腸球菌検出に良
いとも言われ，之については本学腐敗研究所の柳沢
教授(G9)及び那須(70)が食品のj揚球菌検出の上から精
しく検討している。著者は腸球菌のより生え易いこ
の 0.2%Azide Dextrose Brothを採用し， 370C 
72 時間培養で沈殿の状態，培地の色~(色調，寅愛 
速度〉につき経験上疑しいものはグラム染色，検
鏡，エスグリン反応及び熱抵抗 (600C 30分〉で判
定した。
L. acidophi1usの選択液体培地についての報告
は未だないようである。著者は本間培地仰)(嫌気培
養〉にI嘗酸樗菌が選択的に良く生える事に積目し， 
同培地を液体培地好気培養に応用し M.P. N.法を
用いて検討を加え，鶏雛糞の L.acidophilusに対
する本間培地平板嫌気培養F者数値と，同応用液休培 
地好気培養 M.P. N.値を比較して充分使用出来る
事を知った。その判定は菌の糖分解に依る培地の
pHの愛動(青緑色→黄褐色，指示薬 B.C. G.)及
び混濁を以つで陽性とする。 370C培養で少くも 3
日，通常 4---5日目に判定するのが良し、。陽性の場
合には培地の pH は 3.8~4.2 となった。 i育第 2 四日
の本実験では Candidaalbicansの発現を見る目的
で木間培地処方よりクロミンを抜いた。前液体培地
を更に詳しく検討の結果，時に乳酸樗菌ではあるが
その糖分解能に於いて Bergey(71)及び先人の分類
(72)(53)(58)の L.acidophilusに一部一致せぬ 2，3 
の菌が発育する事があったために，本間培地平板嫌 
気培養を併用した。同平板上の菌は集落並びに菌形
に多古〉の相異が見られたが精査の結果何れも L.
acidophilusと認めた。 
AM耐性検査法: 培地は E.coliに E.M. B.， 
Enteroc.に 2%プドウ糖肝汁寒天， L，acidoph.に
本間培地を使用し，武田薬品学術研究部の分与に依
る Lederle社製水溶性標埜塩酸 AMの有百釈液を作
り，その 2ccと前記培地 18ccをシャーレに同時に
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注入して， AMがその 1cc中に 0.1，1，5，10，50， 
100，500各γ含まれる如く平阪を作り，それに各準
備菌を劃線培養してその耐性を見た。
第 4章実験成績(第 1回〉 
第 1回実験は AM群 15羽，対照群 15羽計 30羽
を飼育L，体重を測定すると共に各群より 5羽宛検
査雛を定め計1()羽につき 89回糞便菌叢を検査し
た。実験期苛は 10月 16日より 12月 19日迄の65日
聞である。
第 1節一般状態 
ガj雛期には AM群の方が全般に活気があり換羽 
が 4--5日対照より早く且つ羽毛の色艶が良かった。 
中雛期には鶏冠の発達が約1週間 AM群が早かっ
た。第死は対照群に飼育後3日目に 1羽出た。
第 2節体 重
1) 平均体重
表 1の如く生後約 48時間即ち餌つけ直前の体重
は AM群 34.6g，対照群 33.4g，1週後AM投与開始
前日の体重は夫々 51.6gと51.7gで殆んど差が無
し、。 AM投与 1週後既に AM群体重は対照群の夫
れを凌ぎ始めその差は 4g(4.5%)， 2週後は 12g 
(8.8~る)， 6週後には 46g (11.9%)と最高を示し，
8週後は 53g (10.0%)で，その体重は AM群 592
g，対照群 539gで、あった。
表1. 平均体重(第1回実験)g 
生 後 o 1 i2 3 I4 I5 I6 I7 I8 I9w 
AM投与後 | I2 I3 j4 I5 I6 I7 I8w 
205 26213351制!四|鵬AM 群|小161851H 
対照群 33.4I 51.7 I 81 137 I I I I313 387 469 539 
差 {~ 1 4.51 8.8 7.9! 8.71 7.01 11.91 9.21 10.0 
I 「241190 2171221 岨 914153 
2) 個々の雛の体重 大体全雛が対照群平均体重を凌駕，以後8週に及ん
個々の雛の体重を比較する一方法として，両群を でし、る。即ち AM群は平均体重丈でなく個々の雛 
が全体に良レ体重増加を示した。命注目す可きは対の如く最初体重差は2慎に併列比較すると，表)1体重
ない。 AM投与 1週目に既に差が現われ， 3週目よ 照群にも AM群の発育良好雛に劣らぬ発育を示し
りAM群全雛が対照群の上位となり， 6週日に至り た 2，3例のあった事である。
表 2. 体重 (g) (第 1回実験〕
l引 58I64|刊引 52
引「つ岨 1!1 40 1 39 51.7 
223 
2ぺ211|捌 1崎ド92|ぺ円 185 178 169 
対照 244 I 234 223 209 1204 1193 187 I 178 I 172 I 172 I 166 162 162 162 I 190 
AM i54215V31471l倒 
6w I 対照 512 I 510 I 423 I 399 ! 390 
4回ド2141814小 
375 1372 1368 1358 1352 3寸剖引……(ド戸門3幻抑叩7河9350 I 340 I 332 I 329 I 387 
ぺ411 51.6。 63 1 58 1 57 1 57 1 55 1 50 50 1 50 1 49 1 48  44 
ドーl
頂)1体 亘: 併 51U 
8WlAM|H1|叩ザ!Iり95 寸白 |5551叩9|5叶四対照 754 I 684 I 565 I 559 I 550 I 527 I 522 I 522 i501 I 491 I 483 I 475 I 456 I 441 I 539 
第 3節腸内菌叢 7日目迄の間にこれに到達してし、る。
各群5羽の E.coli，Enterococcus，L. acido- 2) 自然の状態の 3菌の分布状態を対照群の平均 
philusの糞便 19中の生菌数は表3の如くである。 値に依って検べると，生後 1カ月半迄の幼雛期に於 
1) 餌づ、け約 44時間後の糞{更に於いて既に E. いては E.coliと Enteroc.は大体 101の同じ n値 
coli及び Enteroc.は普通雛に於ける菌数に増殖 に分布している。而も感染当初高い菌数即ち n=8
しており， L.acidoph.は少しく遅れて 3日後より を示しているが， 3週目頃より n:;=6--7に降って
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表 3. 糞便 19の生菌数(第 1回実験〉

群 jNo.j 菌 18jX I25jX I 刊 I8jxl I26jxl I開 |町皿
 
E. coli 3.3 x107 
8-8
山 8.9x106 3.3x108 8.9x106 2.2x107 
1 Enteroc. 9.4xl0fl 8.9X 107 I 7.5X 106 1.4x107 2.2X10丹 3.3x104 7.0x105 
L.acidoph. 8.9x107 4.2x10月 3.3x10月 3.3x107 2.2x 10月 2.0x107 2.2x107 
E. coli 3.8x108 3.3X 107 1.4X 10fl 1.4x106 3.3x106 3.3x106 2.2x105 
2 Enteroc. 2.2x 10月 2.8x10日 2.7X 106 2.2X 10日 7.0X 106 2.2x108 8.9x106 
L.acidoph. 7.0x1り。 9.4x 10円 2.2 x109 8.9x108 8.9x107 3.3X 107 3.3x108 
対 
E. coli 3.3x106 8.9x106 8.9X 105 3.3X105 2.2X106 3.3x105 2.2x106 
3 Enteroc. 4.2X108 7.0><106 1.3X 107 8.9x 10壬 1.4x108 3.3x104 8.9x105 
L. acidoph. 3.3x105 3.3X 106 2.2x107 1.9 x107 1.1X 108 2.0x107 3.3x 107 
昭 
E. coli 8.9x104 3.3><106 2.8X 105 3.3X105 8.9x106 3.3x10円 2.2x106 
4 Enteroc. 8.9X 105 3.3><107 9.4x 105 7.0x105 3.3x107 3.3x106 1.3x108， 
L. acidoph. 2.2x103 1.5X 108 2.2x107 8.9x108 3.3X 107 3.3x107 2.2X 108 
群 
E. coli 9.4x108 6.9x105 3.3.x106 8.9x105 2.8x105 28x105 8.9x105 
5 Enteroc. 3.3X 108 9.0x105 3.3.x106 6.9X104 8.9X 105 2.2X 106 1.4x107 
L.acidoph. 2.2x 108 2.2x107 8.9x107 2.9x106 3.3x 108 2.2x108 4.2x107 
平 E. coli 2.9x10
8 2.5><107 3.1:><107 2.2x 10円 6.9x107 3.2x106 5.5x106 
Enteroc. 3.9x108 2.7x107 5.5:x106 3.4X 106 8.0x107 5.2x107 3.1x107 
均 L.acidoph. 6.3x107 3.1x10号 5.3:x108 3.7 x108 1.6x 10月 1.1X 108 1.5X 108 
E.とoli 8.9x106 1.5 x107 2.2x105 2.0x105 6.6x106 7.0x105 2.2x105 
1 Enteroc. 3.3X 107 3.3X 106 3.3x106 8.9x107 3.3x 108 2.2x107 2.2X107 
L.acidoph. 2.2x10日 8.9x106 7.0x104 8.9x107 1.4x 108 2.0x 109 2.2X107 
E. coli 2.2X10;; 2.2x106 3.3:x105 2.2x103 1.3>.<103 3.3x105 2.0x106 
2 Enteroc. 2.2x10写 8.9x107 9.0><105 6.9X 105 9.0X 105 3.3x 106 2.2x 107 
L.acidoph. 3.3x107 8.9><107 6.9:x 10壬 8.9x104 3.7 x107 1.2x109 1.4x 108 
A 
E. coli 2.2x10R 8.9x10O 8.9:x 104 8.9x106 1.1X 107 8.9x.104 3.3X107 
3 Enteroc. 3.3x107 8.9><108 2.2:x 10号 7.0x107 2.8x10q 8.9x 105 8.9x108 
L. acidoph. 8.9x105 2.2X108 3.3x 103 7.0x106 3.3x107 2.2x10丹 2.2x10弓 
M 
E. coli 3;3x107 3.3x106 1.4><10fi 3.3x106 1.3x107 2.2x106 3.3x106 
4 Enteroc. 3.3x107 3.3x107 8.9:x 107 2.2x107 8.9x107 8.7x107 8.9x107 
L. acidoph. 7.0x105 8.9x107 1.3:x 105 2.2x106 8.9x107 2.2x109 8.9x108 
群 
E. coli 2.2x108 3.3x108 2.2><106 2.2x106 4.1x106 1.4x 105 2.2x106 
5 Enteroc. 2.2x10丹 2.2x108 1.1 ><108 6.9x107 1.3x10月 8.9x107 3.3x 108 
L.acidoph. 8.9x104 1.4x:108 7.0x 103 8:9x 105 3.3x107 8.9 X 108 2.2x108 
平 E. coli 1.4x 10
8 2.5x108 8.5 >< 105 2.9x106 6.9x 106 6.9x105 8.1 X 106 
Enteroc. 1.1x 108 2.9x 108 8.5:><107 5.0x107 1.7 X 108 4.1x 107 2.7x108 
均 L. acidoph. 7.0x106 1.1 X 108 5.6:x 104 2.0x 107 6.6x 107 1.3x 109 3.0X10~ 
l町 X 餌つけ 25jXAM投与開始
定着し，中雛期即ち 7週日頃より E.coliが En- 初感染後 1週を過ぎる頃 n=8の菌数となり以後大 
teroc.より 10の 10der下の菌数を示す。L.acido・ 体その菌数に定着している。即ち中雛期の安定せる 
ph.は E.coli，Enteroc.より幾分遅れて増殖し， 菌分布では大体 L.acidoph. 10¥ Enteroc. 107， 
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E. coli 106の菌数を示す。 個体差があるため[その体重増加率を見る土に絶対
3) AM投与に依る菌分布の菱化を平均値につし、 値の見掛けの誤差を避けるため，個々の雛の体重を
て検べると， L.acidoph・怠の減少が著明で、ある。即 半対数表に記してそのその体重増加率曲線(以下増
ち AM投与 1週で 107が 104まで降り以後徐々に快 曲線〉を求めた。之と対照群平均体重のそれを比較
復し 6週で Enteroc.数に近附き， 7週に至りそれ し一方 Enteroc.数を 100とした時の E.coli数
の上に出ている。 E.coliは AM投与 1週日には の指数を算出しこれを主として菌叢との関係を詳
L.acidoph.の如き急激な減少は認めな 図1. 第 1回実験平均体重と平均腸内菌数(1og値〉 
acidopとよ、b. ・h""../A-い。然し対照群で Enteroc.とE.coliが IAM 
1"9 
同じ n値にある幼雛期に， Enteroc.の 10 
口
，、 ちた人戸三フ大~roc 、
〆 
7 ¥¥A-
菌数(日
の 2oder下に一定した分布を示し以後そ
のま L中雛期も経過してし、る。Enteroc.は
大体不斐の状態を維持し，むしろ Enteroc.， 
o m )  
ら 
p
d 
E. coliが全体に降る 2週後もそのま与の
4 
菌数を保つ。 
4) 更に個々の雛につき検討して見る
と， AM群の菌分布は大体平均値の示すそ
れと大差なく，多い順に L.acidoph.， 
Enteroc.，E. coliと安定した傾向を示
す。一方対照群は， Enteroc.と E.coli 
AM群
~， __-・-ー』・-ー・・4・一"ー・圃ー L. acidoph.
込......- -ー.-...-..ー・← ・._.. 
八 、、lI'"，ーー ベー、 /づ:;;....
---戎一一ニミこ Enteroc.、
、~.... .、.
_...ゴ予， . 、 
、辛子f ¥V713.coIi 
〆 対 照群 c 
ハ 
リ凡リ
J054 unUPU
HhhUA
安定な愛動を示しつ L経過し， 7週目頃よ '30 
592g 
a，，，，.839g 
，rJ 守 
の関係が 1例を除く全例が時に E.coli > 
Enteroc.時に E.coliく Enteroc.の不
c...
 .‘ . 
，.，.-~，. 
〆，-
I 
:;:0.. b. 
り全般に Enteroc.>E. coliの傾向を示 200 
すが二者の差がAM群程開かず，叉中に向 
〆5β
"日
 2
Enteroc.くE.coliのものもある。
第 4節体重と腸内菌叢との関係 
一一一耐AM詳体意
1) 平均体重と平均菌数 一ー一対照若手ー 体重 
図 1の如く AM群は AM投与後は E. 
coliが Enteroc.より 10の20der下の菌
---L一一-数に減じ，対照群の 2菌は大体近い値を保 U 1 2 3 4 5 6 7 8 9w 
週一一歩 
図2
っている。この 2菌の分布の相違に一致し
2値と体重 (AM例 No.1)て， AM群は AM投与 1週日既に体重が
増し， 3週目よりその差が判っきりして来
3 百万5
抑制 ヤ↓る。(図の記号 al及び a心 2
I百'111__..-.:....
レク7YF両群の体重の差は AM投与 6週には一
層判然と開いて来る。この時期に AM投与
で一時減少したL.acidoph.が快復して 
300 
一ーー対照群平均体重 
議 ー ッ
f 
~.-〆 
7---8週の中雛期に入ると対照群も En- aFll体重 100 
teroc.がE.co1iより大体 10の 1oder AM 
優位となる傾向になり，同時に両群の体重
C釘↓J 
50E ~OO 〆 .~ J二~ 450 
の差が再び稿狭まっている。(図の記号 c) 
100 
2) 個々の雛の体重と菌叢 30 
AM No. 1 
著者は平均値より個々の例の検討に，よ 。 1 2 3 4 5 6 7 8 Sw 
り重要な意義を認めた。雛の瞬化時体重に 週一一酔 
200 
Enteroc.数の上に出ている。(図の記号 b) 
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100 
←一以上の時は増曲線は対照群平均増曲線100 50を基準として著明に下降し，←ー附近では
唱 100
しく検討じた。その結果， a)体重の増曲線 
E. coli ハ 図3.2値と休重 (AM例 No.2) はこの一一一一よ値(以下竺値〉に非常にEnteroc. 1= ，-_， ， E ハ
一致した相関々係を認めた。 b)差値が gρophUAU∞ ∞ ∞  
島 
300 
し、るる場合， 7週以後L.acidoph.数が再
び増加して Enteroc.数の上になると更に 議抑制御 円リズ日りお 
B i t -
増曲線が上昇する傾向がある。 g)体重増
加率と2値は密接な相関々係を示すが菌数
の絶対値とは余り関係がな〆しv如く見られ
間而←ぷ
幻爾←〆
た。以上の事実を両群各 2例について記述
する。 
AM第 1例 
C 27ゃ図2の如く最初ー値か で対照増曲線E 1=_ 100 ーー 対ー照i洋平均体重門 450と平行し，ーーで、す、っと下降し J ーで再100 _.， '-，100 c. I I"'t" L/， 
。
l 
より上に出，一ーで下降一ーで更に下
I I'-'f" 100 C 173'-Iou 
T lOO
降， 60 _.;.'" ，"'" 150 ...，.-_-=-~，-"--r-'I1# 27ーーで梢上昇一ーで再び下降一一100 '-100 Tt1...L.7T' rJ '- ，1r"-r'~ 100 印↓/ 
J. ，/ 
ノ 
〆
一一対照部平均体重
平行し， -L以下では著明に上昇を示L100--'" -'~-='7J'-;:;:_ 
た。 c)AM群は AM投与後言値が大きく 
50てもー一以下で，増曲線は悪くても対照群
100 
平均増曲線に平行して走り全体に安定して 
C 20やしる。 d)対照群でもー値か一一以下，時
句ー E，<='" 100 
に...に低下する事があり，斯る時は体重
100 
増加率が好転してし、る。然し対照群ではこ
の主値が斐動し易く増曲線が不安定であ 
L.:.f '" d . IT._....'_r .fr.JlJ .L. Cる。 e)幼雛期にはー値の増曲線に現われE 
る影響が中雛期に比して著明である。 f〉り
AM投吾与例例で
忽沿 R ↓ 
IlHI ~ 
↓.~ 
1∞ 
重 一ー 対ー照詳平均体重 
AM No.2. 
2 3 4 5 6 7 8 9w 
週一一ー 
図 4. ト{と休重〔対照 No.1) 
30 
0.2~ ，，_ "'_. ，_/._(， 2 3び上昇し，ー で上に出て以後一一~一一
噌 100 ~-'-'-'__'__' ~-/>1'-"-100 100 
...に一致して良い上昇を保ってしる。 
100 

AM第 2例
 
C "，.100図3の如く最初一値ーで対照増曲線のE 1= 100
2.5 _. ，:-_， ..V'; ，_ ，" 37 
下に降り，←でぐんと上に出一ーで下1 00 ~ " 'V '-...L.'- '_'_" 1 00 
0.3 0.1 ~ ，~ '，<-l， 10 9降し一一~一一ーで上昇，以後一ー~一ーで100 100 -__'_"I' -"'''10 100 
相値が大きくなるが此の時期にL.acido-
ph. が 104→ 107~10~ と増えており，増曲
線はその億上昇している。
対照第 1例 
C 3.5ゃ図4の如く最初-値かーーで平均増曲線E ，，=，~ 100 
100.---.-" 119 -， 
対照 No.1.
 
2 _.3 4 5 6 7 8 9w 

一一-?・司 
図5.2値と休重〈対照 No.2)
g 
6以} 
5ω 
4∞ 
3∞ 64 _~ 
T面 A〆-
200 5185 、" _..-:/ τ荷ノf 
I ~〆 
11回'If _，/-
10び /J
/./I 
3143 /~ で上昇傾向を示し，最後に ーでぐっと下 対照 No.2. 
降している。
対照第2例 。 l 2 3 4 5 6 7 8 9w 
C ゃ 173，- .-1180 週一---・ 
100 
図 5の如く最初Jー値か一一次いで一一~E 1='" -100 100V" -
Autm
， 、
小
lil
体重
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図 6. 2ヶ月後の体重増加率曲線と2値5185_......， > ..LI1TJ..;v._L".._-r".'. --<- 64 ，_-ーで著しく対照増曲線の下を走り ー-100 ~ -1=1 V '¥ .":Ji''..I=tPJ.l'IYJ，Vj I <'. rc /， 100 
47 .-0 ，I=t.' .Lf..， 1.5 2.5 で平均増"""--ー で上昇を始め. ~100 L;:n.<'. P'oJ.
a， ん  
e 'ノ 
IVJ，←ー~100 100 
曲線に追付き，最後にL.acidoph.の増
加 107→108と共にその上に出てしる。
第 5節 2カ月以、後の雛の
発育と腸内菌叢
1.前節で体重増加率と腸内菌叢の分布
には一定の相関々係を認め，一方対照雛の
中にも AM群に劣らぬ良L、発育を示すも
の Lある事を第 2節で、述べた。然らば斯か
rv '
6f
VN
、
EJ 
ク綾
。幻
酌 
dF9H
匂 
'b. (No.21鍛) 
る雛の腸内菌叢は AM例に近い分布を示
すのではないか。か Lる想定の下に瞬化 70
日自の対照雛より， a)初め 1カ月は対照
群平均増曲線に平行し以後上昇を示し 2カ
月を過ぎる頃その差が著明な No.27雛。 
b)初めより 2カ月を過ぎる迄平均増曲線
と平行している No.21雛οc)初め 1ヵ月
は平均増曲線の上を走り，以後その下を走 "¥1 
1 ト200
ってし、る No.26雛の 3例を選んで，その体1
菌分布を検討した。 重
その結果図6の如く 1〉2値は a例は ト1叩 
1 • ，.，."~ 30 ~ 1 00 一ー一平均体重fyo""一一， b例は一一， c例は一ーであり，100r - V".~， 100r ~.." .~， 100 50 
2) L. acidoph.
より大体 10の 1oder
は a，b例は Enteroc.数
上の菌数を示L，c 
30・，- 2 3 4 5 6 7 8 9 10w1 
週一一一→
例はその差が殆んどなし、。之等は対照雛に
もAM投与雛と同様の発育及び腸内菌叢を現わす 目の糞便を検査した。 
もの Lある事を示す。 その結果表 4の如< 1) C;;:値は AM例 2例は共 
0.03 0.1 _，_ H-.r. n. AM投与中止後の雛の発育及び腸内菌叢を知 ーーの値を京し 体重増加も良好で 1003に一一ー及ひ内 ，JLJ 100 ~，- 100 
3.7るために，実験終了後 AM群糞便検査雛No.1，2， g及び 1000gであった。対照例 1例はーーで体重増
100 
3，4の4羽と，対照群糞便検査雛 No. 2，5の2羽 加も AM例に次いで良く 930gであり，他の 1例は 
1000 _~を残L. AM No. 1，3は引続き AMを投与 (AM
1ー00 
の品値で体重増加は悪く 835gであった。 AM 
{710，同 No. 2，4は投与を中止 (AM中止例)，対 中止例は，中止前は AM例 2例と同様の体重増加率
照 No. 2，5は引続き飼育し(対照例)， y時化後 14週 を示してし、たが，中止で目立って低下，以後も悪い 
表 4. AM中止後の体と腸内菌叢
IAM 1 IAM 3 
一以以以
4-223M
一氏 
4
一mmm u'O
対照 2 
3.3x105 
f 対照 5 
I3.3x104 
3.3X 104 I8.9X 105 
雛 No. 
I8.9 x 105 I2.2X105E. coli 
I8.9X 103 I8.9X 108Enteroc. 
マ
・ 
川 一  
a
7
一 一 
8.9x10月 I8.9x108 
)gEA
n y  
ー 山 一  
一 
1
可 
8.9x107 I 
i
iAUAU1J
ー
Oω 
氾 一
0
河
川 一  
一1
一1
'3.3x107 
f u
oα 
L.acidoph.1 
i f L 4 I l l i - - f l t t l 1 3
一1 4  
NMVH
ハ - A H Uo 
ι 仁一九明。・ 一 唱  
， . 、
804g 
AM中止例
「 、  
一伊白
山町一印山一忘れμ一1
一広 
AU
F
対照例
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1000増加率を示している。その 1例は一一で体重は 6例
100 
31中最も悪く 804g，他の 1例はーーで体重は 862gで
100 
あった。 2) L.acidoph.は特別の差を示さなかっ
た。此の結果， 少数例ではあるが AM投与を中止
すると再び E.coliが増え体重増加率は停滞し，
Enteroc. >E. coliの分布に復帰する迄には日数
を要するものと推定された。 
第 5章実験成績 C第 2回〉
第 2回実験は AM群 20羽，対照群 20羽を飼育 
し両群より 8羽宛検査雛を定めて計 16羽につき
128回糞便菌叢を検査した。実験期間は 2月 19日よ
り4月 23日の 64日間である。
第 1節一般状態
前固と同じで‘あった。唯今回は 1羽の』擢病第死も
なかった。
第 2節体重 
1) 平均体重 
表 5の如く生後 48時間即ち餌つけ直前の体重は 
AM群 34.5g対照群 34.4g，1週後AM投与開始前
体重は夫々 51.7及び 51.8gで差がないの AM投与 1 
週後既に AM群が 5.4g(6.8%)優り， 2週後 10g 
(8.8%)優り， 5週後は 47g (15%)とその差は最高
を示し， 8週後は夫々 633g及び 558gでその差は
75 g (13.4%)を示したの第 1回実験に比し対照との
差は初め大体等しく後に多く，又前回より体重絶対 
値が当初小さく後半返って大きいのは，季節に依る
影響と推測される。即ち先の実験は秋→冬で、あった
のに反し今回は冬→春に行ったもので後者が好期で
あったと考えられる。
表 5. 平均体重ぐ第2問実験〉
生後 I 0 I 1I j3 1. 4 -1 5 T6 I 7 I 8.I 9 w 
AM投与後 l1 
2 
l2 1 3 l4 1 5 j6 ! 7 1 8w 
AM 群 I34.5 I51.7ω130 ，190 ，268 I356 ，436 ，凶， 633 
対照群 I34.4151.8 1 79.5 1 120 1 176 1 233 1 309 1 3881 487 1 558 
:J~:jJ;~ !:J 

12.11 13 
~~
問削;J1! I1~J :.! I 12.3) f:1 
I 
差 LμI I I 6.8) 8.8) 8.0)
2) 個々の雛の体重 その上に並び 5週後に大体全例対照平均値を越えて
併列法に依りー個々の体重を見るに，表6の如く今 レた。
回も全般に対照群より良く， AM投与 2週後に全例 
表 6. 体重 (g) (第 2問実験〉
叫AMI 体 重 JI民 併 ヂリ 
扱興開 … 
54 53 53 51 49 48 46 46 46 45 51.7AM 62 61 60 60。
67 62 60 58 581 57 54 52 52 52 501 50 50 47 45 45 44 43 51.8対照 
AM 158 155 151 148 ~ 
2w 
AM … 
398 3661356135413491340 : 33613351326130213011297 r29412911290 12591245 2431 309 5w 対照
406 05
136 1321130 124 124 121 120 118 142 141 
150 148 143 叫m 130 1231123 120 1171116 115 115 113 111 …38138113773761366一3481348叶。98 981 94 対照 3251 356 
AM 739 山I~=小41曲1 …|6571……|側同8w 
697 681[641i629j6091600，591 )590)587j568j5581534J521 )506 491)486J478 456; 558 対照
1 
第 3節腸内菌叢 n = 7，E. coli n = 6を示してし、る。 AM群は AM 
1)平均値: 表 7の如く対照群は幼雛期には 投与に依り E.coliは対照群より少く n= 5--6， 
Enteroc.，E. coli数がlOUの同じ n値を示し，初 Enteroc.は多く n= 7--8; L.acidoph.は同数の
め n:::8，3週目i n=8を示し， Enteroc.とE.coliの菌数は 102の須より n= 7--6である。 7週自の 
中雛期に入ると大体 L.acidoph. n =8，Enteroc. 聞きを示してし、る。
130 
120 
-48-
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7.
表 糞便 19中生菌数〔平治値?第2問実験〉
群 i h 
E. coli 
Enteroc. 
L acidoph. 
AME. coli 
Enteroc. 
L.a的 ph. 
対照群 
群 
28/ll 7/J1 3四 l1/IV 18/IV!日 I IrIτすナ山 I I I 
11.7X10S!7.3Xl07!1.9xio'l !2.4xl0G 11.2Xl07i5.4x106!2.6X10717.3'x106 

!~.l .lx10~ I4.3x108 I1.9x108 I5.0x106 15.8x107i9.7x106 11.2x10雪 I7.0x107 

I1.5 x 107 I1.4 x 10~ I6.8 X 107 I1.8 X 107I1.6 X 10'l I1.9 X 108 I2.2 X 108 I5.6 X 108 

2.0x 108 i 9.1 x 10Gi 2.8 X 105I4.1 X 105I8.9 X 10n I3.6x 106
I 9.0x 1071 4.6x 10~ I 

I7.1xl07i5.6xl0'l16.6xl0s1. 1.9xl0" I7.4xl07I4.3xl07 4.5x108 I1.7x108 

122×lvi7，6X10714.6XI0S j1.0X108 J 7.2x川 8.1x即 4.9 X 108 I7.6 X 108 

l I28/II AM投与開始町 E 餌つけ 
2)個々の雛について: AM群はL.acidoph. 
>Enteroc. >E. coliの一定した経過を示し，対
照若手は 8例中 7例が Enteroc.ミE.coliの不安定
な経過を示している。 
3) 之等は凡て前回の実験と同一所見を示すもの
である。唯L.acidoph.が初感染後平く昔:通雛の
菌数に達している点， AM投与 1週後既にその急激
な一時的減少を認めなかった点，及びその Enteroc.
より多数菌に達する時期が 1週間程早かっ
た点が前回と違った。 
4) 向別記しなかったが前後 2回の実験
共に糞便の外観及び pH値には両群の聞に
差を認めなかった。
れた AM濃度の限界 (A値〉は 5γ/cc，劃線培養で
明らかに発育の制限されるのが認められた濃度の限
界 (B値〉は 0.1γ/ccであり， AM雛箇株に於いて
は夫々 100γ/cc及び 1γ/ccで、あった。 
2) Enterococcus 
対照詰fg菌株は，その A値は 10γ/cc，B値は 5γ/ 
ccであり， AM雛菌株では夫々 50γ/cc及び 10γ/ 
ccであった。
図 7. 第 2回実験平均体重と平均腸内菌数(log値〉 
I^M l L.aeidoph.も 
~ーーー一君、、 __.._.----4 

ー ../ ~.~.、\ 、 ...c?拡二二』

植、婦に _/O 、・、二、'-.，.._ ~ .-.:;.~ ---..可
8 .，/ そ暑く.... ~.---:::-吋tζ二ジ/ Enteroc 
菌数 
90
伺)  
第 4節体重と腸内菌叢との関係、 7 

1) 平均体重と平均菌叢 6 
，. 
3."?> ，、"，'"〆'E.coli 
、・ー ムー e---戸 V 
図7の如く AM投与に依り E.co1i数が 5 AM.Il-j: 
10の 2oder Enteroc.数より降ると同時
にその体重が対照群より優り始め(図表の t.acidoph.91"

記号 a)，L. acidoph.数が Enteroc.数の 甑 i __...‘...... 
C.的Entノー一一ー占一一一つ之二主;;:.;Þ<~_~-.: 雪、_，-ー--..0込，...。~¥ミ、〆/Fん¥h 7fL， 
F〆V_"!、νr 
数卜8

~， 
日 E上に増えた投与 5週日頃より更にその差が
晶ト7
 A¥昇叫 
)一
聞く(図の記号 b)，この時期が約 1週間早 →--‘・-.....戸、、， 
かった他は前回と一致した。 
6 対照若手
2) 個々の雛の体重と腸内菌叢

前回と同様半対数表を用いて検討する

に，その体重増加率と腸内菌分布との聞に
相関々係が認められ，特に2値と密接な関
係を認めた事は前回と同様であった。
第5節 AM耐性菌について 
AM投与 60日目の雛及び対照雛の糞便霊

より分離せる E.coli，Enteroc.及び L
 
acidoph.各 20株計 60株につき検査した。

(表8参照〕 30 

1) Escherichia coli 。 L_一一一J._一一ーし一一一ム一一ーム 3 5 7
6 8 9w 4' 
一一歩沼
2 
対照露間株は，完全にその発育を阻止さ

事
1 
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表 8. AM耐性試験成績 
京す 昭 話世 n菌 株 AM 雛 菌 株 
AMγ州 o j0.1 j 1 j 5 j10 j50 j100 I500 I~10.1 j 1 j10 j50 ]100 I500 
~。υ，ー吋‘ 1 十件 -H十 +十 十 一 11 十件 十 -tH- 十 十 十 一
，同J6ω耳目υHコ 
3 -H十 -tH- 十 + 一 13 十件 十i十 -H十 十 十 十 一 
5 十ト -H十 + + 一 一 15 -H十 判十 十件 +十 + 
7 十件 品十 十 + 一 17 4十ト 十ト 十件 + + 十 
9 十件 i掛 + 十 一 19 十1+ 十件 -H十 十 十 + 一 
1 制十 十 十 十件 + 111 排 十 十件 十件 十 
3 十t十 十1: 十件 十社 十ト 13 十件 十件 判十 十1+ 什 
5 十件 十件 +十ト #十 十 一 15 刊十 十時 +十 -tH- + 一 
7 十件 -H十 十件 十1十 十 17 十件 -H十 +十 -H十 + 一 一 
9 十件 廿十 十件 十件 十 19 十件 十件! -tH- 十件 十 十 一 
4H司C。OωロHML 
1 -tH- -H十 十 一 11 -H十 -H十 -H十 J 十件 十件 l冊 
3 十件 十件 十件 一 一 一 13 -H十 叶 -H十 十時 十社 十件 
5 十件 十件 十件 一 15 #十 -H十 -H十 判十 十件 -tト 一 
7 -H十 +件 十件 一 17 十時 イ十ト -H十 十{ 十件 -H十 一
凶 9 十件 十件 十件 19 十件 判十 4十ト -H十 十件 #ト
記号 制十発育対照と同じ，十十対照より明らかに悪い，+痕跡程度，一発育なし 
3) Lactobacil1us acidophi1us 
対照雛菌株の発育阻止の限界は 1γ jccで， AM雛 
菌株のそれは 100γ jccであって，前 2菌の如く AM
含有量に平行して菌の生え方が弱くなる事がなくそ
の限界は確然としてし、た。 
4) 向 AM2カ月投与で Candidaalbicansは
グロミ yを除いた本間培地で、認められなかった。
第 6章者 按 
著者は先に文献的考察(47)(48)(49)(50)及び予備実験 
に依り鶏雛腸内菌は Lactobacil1usacidophi1us， 
Enterococcus及び Escherichiacoliが主要常在
菌である事を認めた。更に腸内菌の生理的意義に関 
し Enteroc.，L.acidoph.は宿主動物に有益に働
き， E. coliは有害に作用するであろう事を述べた。
木実験の結果より著者は， AM微量投与が雛の発
育を促進するのは，幼雛期の E.coliが Enteroc.
に比較的優勢に桔抗し両者間のパラシスが不安定な
時期に E'coliを抑えてやる事に第一の意義があ 
り，日比谷等仰の言う E.coliの減少するための見 
掛け上の Enteroc.の優勢で、なく， Enteroc.数が 
その偉乃至高{立を推持している事に第二の意義があ
数acidoph.菌の中最も耐牲を獲得するL.3り， 
が後期に最上位に位する事に第三の意義を認めた
而して個々の例が何れもその体重増加率がO.し、
円唱.
一一竺立L値と一致した相関々係を示す点より， En-Enteroc 
teroc-vとE.coliのパラシスが最も発育に重大な影
響があるものと考えたい。斎藤(60)の無菌飼育雛に於
ける Enteroc.，E. coli混合投与実験に於いても，
M > 11 ，_Ho-.C特に発育の良好な雛のー値は低く一ーであった。E，，=.~....， ，100 
別所〈目的は鶏雛の生後 7日迄は 43例中大腸菌優勢 
13例，大腸菌ミ腸球菌の不定例 25例，伯仲例 1例
計 39例が， 2~3 カ月自になると 43 例中 31 例が
Enteroc.優勢となってし、る。
著者の対照雛 13例中瞬化後 2週迄は E.coli .優 
勢及び不定例が 10例で、あったが， 7週では逆に En-
teroc.優勢が 11例となっている。而して作田仰〉の
成鶏についての報告では 30羽中 24例が Enteroc.
優勢を示している。鶏の如く雛も成鶏もその食餌に
菱化の無い動物のか Lる菌分布の移行は，鶏の体力
と菌相互聞の拾抗作用とが主なる要素と考えられ
る。市して 3菌の拾抗作用はL.acidoph. >En-
teroc. >E. coliである事は第 2章で述べた。
AM微量投与は， 3菌の AMに対する感受性が
債であり，)1のEnteroc.>L. acidoph.>E. coli 
叉 AM耐性獲得後のその発育の制限される AM濃
度が L.acidoph. >Enteroc. >E. coliである事
と，前述の 3菌の拾抗作用とが相乗して， 勝化後 3
菌が互に増殖せんとしている不安定な菌分布を，対
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照雛に於いて 1カ月半後次第に到達する，叉幼雛期
に於いても特に発育良好な 2.3例の示す L.acido-
ph. >Enteroc. >E. coliの分布に早期に安定さ
せ且つそれを維持せしめ，ために発育を促進せしめ 
ると結論したい。 
事実平均値に於いて対照群の菌分布がL.acido-
ph. >Enteroc. >E. coliを示す 6--7週以後，
前後 2回の実験共に体重の差が再び減る傾向があ
り，日比谷の TMの実験も 40日日を境として体重
差が減っている。 M. Mcdonald等(73)の鶏の発育
試験の結果抗生物質の添加は育雛の初期に丈夫な雛 
を育てる事にのみ意味があると言う推論や. L. R. 
Berg(74)のAPF(AM含有〉添加飼料が鶏に効果の
あるのは騨化後 10--12週までどある，等の報青も
この結論に依って説明出来る。
著者の実験では， AM群と対照群の瞬化後 2カ月
自の体重差が第 1回目が 10%，第 2回目は 13.4%
で，前記諸報告の平均 15%，殊に日比谷仰の TM投
与 40日目の 21.9%とは梢差を認めるが，之は飼育
環境の悪い程その差が現われた事が報告(16)(1りされ
ており，著者の飼育管理が清潔且つ衛生的で、あった
ためと考えられる。
向， AM投与中止後の実験成績より発育中途に
AM投与を中止する事は，菌のバランスを失せしめ 
て反って発育に悪いと考えられる。 H. R.Birdく16)
も4週目に雛の AM投与を中止して古い巣に移し
第7章総
発育が停滞したと報告してしる。
叉抗生物質の発育促進作用のー原因として，内分 
泌腺待に性腺刺激を考える人もあり，日比谷仰は
TM投与雛の畢丸の発達を報告している。著者も
AM投与雛はその鶏冠が対照雛に比し早く発達する
のを認めたが，発育良好なためか，性腺刺激による 
それ以上のものか判然とせず，むしろ体重差と鶏冠
発達の日差とが大体一致していた所から，単なる発
育良好なためのものと考えたし、。
近時抗生物質の長期投与の際菌交代現象特に
Candida albicansの増殖が問題にされて来てし、
る。著者はその発現に注意したが認められなかっ 
た。加藤(75)も白鼠に TMを投与せる成長実験で該
菌の発現を認めていなし、。叉抗生物質徴量長期投与
時の耐性菌の研究は殆んど未だ無く，本邦では日比
谷が断片的記載をしているのみであった。
抗生物質が動物の成長を促進する作用機転は腸内
菌が主原因であろう事は想像されながら，その投与
全期間に渉る所謂腸内菌叢に対する研究は未だ報告
を見ない。著者は鶏雛についてその主要常在菌につ
き，選択培地と M.P. N.法に依る比較的E確な菌
数計算に依札その集団的動きを追求把握して，そ
の作用機序を或程度究明出来たと信ずる。叉同時に 
E. coli，Enteroc.及び L.acidoph.の生理的意義
に関して一つの示唆を得たと考える。
括
著者は抗生物質の動物の発育に及ぼす影響及びその作用機転を知るために，鶏雛に AMを微
量投与してその発育並びに腸内菌叢を検討した。その結果を要約すれば次の如くであるO 
1) AM投与 1週日既に体重は対照詳に優り， 5週日頃よりその差は顕著となり， 8週目の
差は第 1回実験では 10.0μ，第 2回実験では 13.4%で、あった。 
2) 鶏雛の腸内主要常在菌は Lactobacillusacidophilus，Enterococcus及び Escheri-
chia coliの 3菌群である事を知ったO 
3) 鶏雛の糞便 19中の 3菌の菌数は，幼雛期には Enteroc.E. coliが 106___107で，その
何れが優勢か不定であり，L. acidoph.は 10BであるO 癖化後 1ヶ月半以後の中雛期になると， 
L. acidoph. 10B，Enteroc. 107，E. coli 106の菌分布に安定する傾向を認めた。 
4) AMを投与すると， E. coliは 10の 20der降りその位を大体維持しているoL. acido-
ph.は一時減少し 4---5週日より Enteroc.に優る 10Bの菌数を示す。Enteroc.は殆んど不変
で，むしろ対照に比し多い傾向で、あったO 
5) AM投与に依る E.coliの減少と一致して対照より体重の増大が現われ，一旦減少した 
L. acidoph.が再び増加して Enteroc.数の上位となる時期に一致する 5週前後にその差が顕
、、
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著となり，対照群の 3菌の分布が安定して来る 7週頃よりその差が幾分縮まった。 
" ~ E. coli 
6) AM群対照群共に，個々の雛の体重増加率は 値と密接な相関々係を示し，同r -=e.~I=lJ.J H -r-""" Enteroc. 
100 
値が 100以上は到な発育の停滞，市以下は著明な発育の増加を認めたO 
7) AM投与を中止すると再び E.coliが増えその発育の停滞が認められた。 
8) 3菌の AM耐性は， AM微量投与 60日後の検査で，その発育を制限される濃度の限界
は L.acidoph. 100γ/cc，Enteroc. 10γcc，E. coli 1γ/cc，発育を限止される濃度の限界
は L.acidoph. 100γ/cc，E. coli 100γ/cc，Enteroc. 50γ/ccを示したO 
9) Candida albicansはその発現が認められなかった。
本稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導と御校閲の労を恭うせる，恩師谷川教授に深甚なる
感謝を捧げると共に，有益なる御助言を賜わった田波助教疫に感謝致します。前文献其の他の便
宜を与えられた農林省農業技術研究所森本博士に謝意を表します。
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